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　「hab」は、さまざまな習い事に通う子どもたちが乗車できる、子
ども専用の相乗りタクシーサービスです。近年、共働き世帯の割合が
多くなり、「子どもの送迎問題」に悩む家庭が増えています。親御さ
んからは、「送迎の時間が取れず、好きな習い事をさせてあげられない」
「送り迎えがあるので時短でしか働けない」という多くの声が挙がっ
ており、自身のキャリアをあきらめてしまう方も少なくありません。
一方、習い事事業者の側も送迎サービスを行いたいと考えてはいるも
のの、車の維持費が負担になったり、ドライバーのなり手がいなかっ
たりという状況で、対応できるところは多くありません。
　子育てとキャリアの両立を困難にし、子どもの体験格差を生んでい
る「送迎問題」は、子育て環境の悪循環をつくり出す要因の一つにな
っているともいえるでしょう。
　この問題を解決するために立ち上げたサービスが「hab」です。会
社員時代の副業としてスタートした事業ですが、想定していたよりも
高いニーズがあることが分かり、独立を決意しました。世の中から送
迎に悩む家庭をなくすため、全力で取り組んでまいります。

■ 受賞したビジネスに至った経緯
　私がこのビジネスを立ち上げるに至った背景には、
幼少期の原体験があります。私の母も、まさに子ども
の送迎問題に翻弄された親の一人でした。毎日の様に
私や兄弟の送り迎えをしていた母は、いつも時間に追
われていて、自身のキャリアを考える余裕もありませ
んでした。そういう姿を間近で見ていた私は、「送り
迎えがなければ、母も仕事をしたり、ゆっくり家事を
したりできるのかもしれないな」と子どもながらに考
えていました。

　その後、社会人になった私は次世代移動サービスの
分野でキャリアを積むことになりました。スマートモ
ビリティ事業を展開する企業では自動運転の開発に携
わり、前職の鉄道会社ではMaaSサービスの事業開発
リーダーを務めました。そんな中、転機となるできご
とに出会います。多くの子育て世帯の親御さんから、
「習い事の送迎に苦労している」という声が聞こえて
きたのです。MaaS事業の一環で、沿線住民にヒアリ
ングを行ったときのことでした。それを聞いて、私は
送り迎えに奔走していた母親のことを思い出しました。
そして、「これだけテクノロジーが発達しているのに、
まだ昔の母と同じ環境が続いているのか」と驚きまし
た。
　「子どもの送迎をなくせるようなシステムをつくれ
ないか」というアイデアを思いついたのは、このとき
の衝撃と、私の専門分野である次世代移動サービスが
結びついたことがきっかけです。会社員を続けながら
副業として事業を立ち上げましたが、子育て世帯から
の高いニーズがあることや、資金調達の見通しが立っ
てきたことから会社を離れ、「子育て世代の送迎問題」
の解決に人生の一部を捧げようと決意しました。
　　
■ サービスの特徴
　「hab」は、子育て世代の送迎の悩みを解決するため
に開発した次世代の送迎サービスです。地域の習い事
に通う子どもたちがタクシーをシェアすることで、各
教室やスクールへ安全に移動することができます。ス
マートフォンアプリから子どもの乗降時刻や目的地の
データを保護者が送信すると、「hab」はその情報を集
約し、それぞれの家庭に合わせたオーダーメイドの送
迎ルートを作成します。
　子どもたちは、習い事の教室や提携する店舗の軒先
に設定する「停留所」でタクシーを待ち、ドライバー
は子どもたちを順番に目的地まで送り届ける仕組みで
す。子どもがタクシーに乗ると保護者のスマートフォ
ンに乗降通知が届くようになっており、位置情報のシ
ェアもできるので、安心してご利用いただけます。送
迎サービスを検討している習い事事業者にもニーズの
あるサービスです。
　習い事や塾の送迎に一般のタクシーを使っている家
庭もありますが、頻繁に利用するほど乗車賃は高額に
なりますし、「子どもが一人でタクシーに乗るのはま
わりの目が気になる」という方もいらっしゃいます。
その点も「hab」なら心配はいりません。相乗りなの
で乗車賃は安く抑えられ、地域の子どもだけが乗るタ
クシーなので気軽に利用することができます。
　

■ 現状の課題
　2023年の３月に行った実証実験では、当社のサービ
スに高評価をいただく一方で、課題もいくつか見えて
きました。その一つが、「親からの手離れをどう実現

させるか」ということです。実証実験の段階では、子
どもが慣れるまで保護者にも停留所へ一緒に来ていた
だくケースが多くありました。しかし、それでは子育
て世帯の負担を減らすことにつながりません。できる
限りお子さんが一人で停留所まで来て、安心して待っ
ていられるような仕組みを確立する必要があると感じ
ました。
　実証実験ではアンケートを実施しましたが、送迎問
題によって、２人に１人の子どもが習い事をあきらめ、
親の２人に１人が理想の働き方をあきらめているとい
う結果になりました。そして、ほぼすべての利用者か
ら「有償になっても継続利用したい」という声をいた
だいております。「hab」の利用を心待ちにしてくださ
っている親御さんがたくさんいらっしゃいますので、
社会実装に向けて、さらなる改善を進めていきたいと
思います。
　
■ 今後の展開
　「hab」は、2024年２月の社会実装を目指しています。
このサービスは、ユーザーの数が増えてこそ充実した
ものになりますので、乗車賃は利用しやすい価格に抑
え、収益は習い事事業者や法人から得られるようなソ
リューションを想定しています。一例として、タクシ
ー車内やアプリ内の広告展開、有償で教室の目の前に
優先的に配車できる仕組みなどをつくり、収益化を図
っていきたいと考えています。
　また、子どもたちが安全に乗降するための「停留所」
となるスペースを提供してくれる、企業や店舗などの
パートナーも開拓しており、現在いくつかの企業と話
を進めています。

　システム面では、相乗りではなく子ども個人で利用
できるタクシー配車サービスの実装化にも取り組んで
います。「高額でもいいから安全に子どもを送迎して
ほしい」という家庭も一定数いらっしゃいますので、
そのニーズに応えられるプロダクトを構築中です。
　現在、会社の運営は私一人で行っていますが、ゆく
ゆくはCTOやCOOなどのポジションも増やしていく
予定です。５年後には売上50億円を達成することを目
標に掲げつつ、サービスに磨きをかけていきます。
　 
■ エントリーを検討中の方へ一言
　もしエントリーを迷われているならあまり考え過ぎ
ず、とにかく一度応募してみることをおすすめします。
選考に通るか通らないかは別として、エントリーシー
トには事業概要や販売戦略などをかなり細かく記載し
なければならないので、事業の定点観測や振り返りに
なります。また、ビジネスモデルやサービスの魅力を
分かりやすく人に伝えるにはどうすればいいか、改め
て考えるきっかけにもなるでしょう。そういう意味で
は、私自身も応募したことに大きな意義があったと感
じています。受賞できるかどうか、高評価をいただけ
るかどうかはタイミングや運もありますので、結果は
あまり気にせずに、ぜひ挑戦してみてはいかがでしょ
うか。
　　
 

会社名：hab株式会社
住　所： 〒220-0012
 神奈川県横浜市西区みなとみらい３丁目７－１
 オーシャンゲートみなとみらい８階
 神奈川県ＳＨＩＮみなとみらい
ホームページ：https://habshuttle.com/

※本稿で紹介した事業内容は、スバル㈱から分社化した ㈱ユーグリード（代表取締役 宇高 尊己 
https://euglead.co.jp）へ事業譲渡しました

■ ビジネスに至った経緯
　産総研の優れた技術を世の中に広め、役立たせたいつビジネスを始めたいという思い想いから、2006年10月に産
総研の特許を事業化する産総研認定ベンチャーを創設し、2012年3月にその事業を継承する形で株式会社アダコテ
ックを設立いたしました。
　設立後、経営が厳しい時期もありましたが、も「HLACという日本で生まれた優れた画像認識の技術をこのまま
埋もれさせてはいけない。」と15年間にわたって研究開発を続け、ようやく製造現場に利用していただける段階に
到達しました。その後はさ事業拡大のために、らなる認知度向上を図るべく、目的に、かわさき起業家オーディシ
ョンをはじめとする複数のビジネスプランコンテストに出場しています。
　技術の適用領域については、ソリューション提供については以前からは川の氾濫のモニタリングやATMの監視
など、検査以外でも、様々な領域の相談をいただいておりました。取引先開拓にあたって数々の可能性を模索する
中で、している途中、とある世界的な自動車部品会社案件の相談に乗るうちに契約をいただくことができました。
このことをきっかけに、まずは半導体や自動車部品や半導体のような極めて高い精度が求められる領域業界に注力
する専念し、事業の基盤を確固たるものにする方針に転換しました。を固めていきました。現在は他にもより多く
の製造現場のお役に立てるよう、現在販路拡大とプロダクトの改良を進めているところですおります。
　アダコテックのビジョンは「モノづくりの進化と革新を支える　EVOLUTION AND INNOVATION」。モノづ
くりにかかわるプロセスやコストをテクノロジーで改革したいという思いが込められています。日本初の技術で日
本の製造業を変革するため、メンバー一丸となって日々努力を続けています。

■ ビジネスアイデアの特徴
　HLAC（高次局所自己相関特徴抽出法）と呼ばれる、動画像の特徴を認識するアルゴリズムをコア技術としてい
ます。する点がソリューションの最大の特徴です。この技術を駆使して、製品の外観検査の自動化や、・生産設備
の異常検知・不正侵入の監視などのシステムの自動化に貢献していますを実施しています。

　・コストパフォーマンスの高さ
　一般的にDeep Leaningで学習させるAIの導入には、複雑なプログラミング・膨大な量の学習データ（正常・異
常モデル含め1000 ～ 1万枚ほど）・大型のGPUといった設備先行投資が必要であるため、クライアントの大きな負
担となっています。また、それに加え、AIは多くの画像を読み込ませたからといって必ずしも精度向上には繋がら
ないといった不確実性もあります正確に正常・異常を判断できる保障は無いというのが現状です。
　対する一方アダコテックのソリューションは必要となる学習に用画像は正常モデルの10～100～200枚の正常デー
タしか要しません。また、ほどであることから、シンプルな計算式であることから、一般的なパソコンを使って短
時間でAIを学習させることがでます。そのため既存技術と比較してに比べて、圧倒的な低価格短期間でで正確に検
査検品できるソリューションを提供することができます。

　・製造業との親和性の高さ
　日本の製造業の不良率は非常に低いため、既存のAI導入の際は大型設備の準備という負担だけでなく、検査部品
の不良品異常モデルそのものの数が少ないためく、AIを学習させる画像データが集まりにくいという課題がありま
した。加えて導入のハードルとなっていたのは、
　それだけでなく、「AIがなぜ異常と認識したのか」という理由を明確にできない状況でしたというブラックボッ
クス化問題もありました。「発生した異常の原因がはっきりしない」という曖昧さを嫌う製造現場の価値観とのミ
スマッチが発生していましたも、検査検品AI導入の大きな壁となっていました。
　しかし、こうした課題を解決するのが弊社ソリューションです。は正常モデルのみを学習させることで「いつも
と違う」ものを異常として検知することができます。異常検知の際には明確な根拠を示すため製造現場にとっても
馴染みやすく、精度面でも、導入してから１年以上経過した取引先がはソフトウェアを導入して1年ほど経ちますが、
検査の異常検知率はほぼ100％を維持し続けています。　

　現在多くの製造現場では、検査検品を人の五感に頼っている状態です。検査検品には熟練の技術が必要で肉体的
に過酷な労働環境であることから、人手不足や不適切検査が深刻な問題となっており検査検品の自動化需要は増し
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　また、子どもたちが安全に乗降するための「停留所」
となるスペースを提供してくれる、企業や店舗などの
パートナーも開拓しており、現在いくつかの企業と話
を進めています。

　システム面では、相乗りではなく子ども個人で利用
できるタクシー配車サービスの実装化にも取り組んで
います。「高額でもいいから安全に子どもを送迎して
ほしい」という家庭も一定数いらっしゃいますので、
そのニーズに応えられるプロダクトを構築中です。
　現在、会社の運営は私一人で行っていますが、ゆく
ゆくはCTOやCOOなどのポジションも増やしていく
予定です。５年後には売上50億円を達成することを目
標に掲げつつ、サービスに磨きをかけていきます。
　 
■ エントリーを検討中の方へ一言
　もしエントリーを迷われているならあまり考え過ぎ
ず、とにかく一度応募してみることをおすすめします。
選考に通るか通らないかは別として、エントリーシー
トには事業概要や販売戦略などをかなり細かく記載し
なければならないので、事業の定点観測や振り返りに
なります。また、ビジネスモデルやサービスの魅力を
分かりやすく人に伝えるにはどうすればいいか、改め
て考えるきっかけにもなるでしょう。そういう意味で
は、私自身も応募したことに大きな意義があったと感
じています。受賞できるかどうか、高評価をいただけ
るかどうかはタイミングや運もありますので、結果は
あまり気にせずに、ぜひ挑戦してみてはいかがでしょ
うか。
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■ ビジネスに至った経緯
　産総研の優れた技術を世の中に広め、役立たせたいつビジネスを始めたいという思い想いから、2006年10月に産
総研の特許を事業化する産総研認定ベンチャーを創設し、2012年3月にその事業を継承する形で株式会社アダコテ
ックを設立いたしました。
　設立後、経営が厳しい時期もありましたが、も「HLACという日本で生まれた優れた画像認識の技術をこのまま
埋もれさせてはいけない。」と15年間にわたって研究開発を続け、ようやく製造現場に利用していただける段階に
到達しました。その後はさ事業拡大のために、らなる認知度向上を図るべく、目的に、かわさき起業家オーディシ
ョンをはじめとする複数のビジネスプランコンテストに出場しています。
　技術の適用領域については、ソリューション提供については以前からは川の氾濫のモニタリングやATMの監視
など、検査以外でも、様々な領域の相談をいただいておりました。取引先開拓にあたって数々の可能性を模索する
中で、している途中、とある世界的な自動車部品会社案件の相談に乗るうちに契約をいただくことができました。
このことをきっかけに、まずは半導体や自動車部品や半導体のような極めて高い精度が求められる領域業界に注力
する専念し、事業の基盤を確固たるものにする方針に転換しました。を固めていきました。現在は他にもより多く
の製造現場のお役に立てるよう、現在販路拡大とプロダクトの改良を進めているところですおります。
　アダコテックのビジョンは「モノづくりの進化と革新を支える　EVOLUTION AND INNOVATION」。モノづ
くりにかかわるプロセスやコストをテクノロジーで改革したいという思いが込められています。日本初の技術で日
本の製造業を変革するため、メンバー一丸となって日々努力を続けています。

■ ビジネスアイデアの特徴
　HLAC（高次局所自己相関特徴抽出法）と呼ばれる、動画像の特徴を認識するアルゴリズムをコア技術としてい
ます。する点がソリューションの最大の特徴です。この技術を駆使して、製品の外観検査の自動化や、・生産設備
の異常検知・不正侵入の監視などのシステムの自動化に貢献していますを実施しています。

　・コストパフォーマンスの高さ
　一般的にDeep Leaningで学習させるAIの導入には、複雑なプログラミング・膨大な量の学習データ（正常・異
常モデル含め1000 ～ 1万枚ほど）・大型のGPUといった設備先行投資が必要であるため、クライアントの大きな負
担となっています。また、それに加え、AIは多くの画像を読み込ませたからといって必ずしも精度向上には繋がら
ないといった不確実性もあります正確に正常・異常を判断できる保障は無いというのが現状です。
　対する一方アダコテックのソリューションは必要となる学習に用画像は正常モデルの10～100～200枚の正常デー
タしか要しません。また、ほどであることから、シンプルな計算式であることから、一般的なパソコンを使って短
時間でAIを学習させることがでます。そのため既存技術と比較してに比べて、圧倒的な低価格短期間でで正確に検
査検品できるソリューションを提供することができます。

　・製造業との親和性の高さ
　日本の製造業の不良率は非常に低いため、既存のAI導入の際は大型設備の準備という負担だけでなく、検査部品
の不良品異常モデルそのものの数が少ないためく、AIを学習させる画像データが集まりにくいという課題がありま
した。加えて導入のハードルとなっていたのは、
　それだけでなく、「AIがなぜ異常と認識したのか」という理由を明確にできない状況でしたというブラックボッ
クス化問題もありました。「発生した異常の原因がはっきりしない」という曖昧さを嫌う製造現場の価値観とのミ
スマッチが発生していましたも、検査検品AI導入の大きな壁となっていました。
　しかし、こうした課題を解決するのが弊社ソリューションです。は正常モデルのみを学習させることで「いつも
と違う」ものを異常として検知することができます。異常検知の際には明確な根拠を示すため製造現場にとっても
馴染みやすく、精度面でも、導入してから１年以上経過した取引先がはソフトウェアを導入して1年ほど経ちますが、
検査の異常検知率はほぼ100％を維持し続けています。　

　現在多くの製造現場では、検査検品を人の五感に頼っている状態です。検査検品には熟練の技術が必要で肉体的
に過酷な労働環境であることから、人手不足や不適切検査が深刻な問題となっており検査検品の自動化需要は増し




